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『 人生の先輩（？）ができること 』
乙部町立乙部小学校長 笠 松 靖 史

１年生に手を引かれ安心した表情で、説明してもらいながら、
１階を興味深く探検する保育園年長児と、その姿を優しい笑顔で
見守る１年生。９月下旬に乙部小学校に年長児を迎え入れた１年
生。１歳年下の年長児との関わりは、久しぶりということもあり、
始めこそぎこちなさが目立ったものの、時間が経つにつれお兄さ
ん・お姉さんぶりを存分に発揮していきました。授業の始まりの
挨拶をはきはきとした声で披露する姿。タブレットを使ってペア
で写真を撮り、テレビ画面を通して年長児の名前を紹介してあげ
る姿は堂々としていました。鬼ごっこ遊びでは、できる限り１年
生へのタッチを試み、年長児へのタッチを極力遠慮する優しい姿
も見られました。そんな保育園時代の記憶から少し大人びた「人
生の先輩」の姿に、年長児たちは時折憧れの眼差しを向けながら
活動に参加していました。「年長のみなさんどうでしたか？」の
最後の問いに全員揃って「楽しかった！！」の言葉に、１年生か
らは満足な表情が多く見られました。実に和やかな雰囲気の中で
進行した「ふれあい」交流会でした。
幼保小の綿密な連携・交流は、今や幼児教育から小学校教育へと「学びを連続」させるため

の重要なポイントです。幼児教育での学びを小学校入学と同時に途切れさせてはなりません。
新１年生への小学校教育がゼロからのスタートであってはなりません。そのためにも、小学校
には、「スタートカリキュラム」があります。スタートカリキュラムとは本校の場合『小学校
へ入学した子どもたちが、保育園の遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として、主体的に自
己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくための教育活動の計画』です。スタートカリキ
ュラムのキーワードには、「安心」・「意欲」・「自信」の３つが入っています。今回の交流会の
出来事がどの程度年長児の記憶に残るか想像は難しいですが、小学校入学時には１学年上とな
る新２年生との再会に、「安心」して学校生活を送っていけるという「意欲」が芽生えるので
はないでしょうか。さらに、新２年生が新１年生の学校生活を支えるために主体的に優しく関
わっていく中で、数ヶ月後には「自信」たっぷりに行動している１年生の姿に嬉しくなる。そ
んな温かい関係性のある学校を築いていきたいと考えます。
１年間の半分が本日終わり、通知票を渡しました。昨年度も書かせていただきましたが、子

どもたちは、やはり◎や○の数を数えて一喜一憂するものです。しかし、家に帰ると、◎や○
がとれていないところを中心に、叱咤激励の言葉をもらうことも多いようです。どうしても日
本人気質が「弱点」「課題」に目を向けさせます。そこで、ぜひ「親力」を発揮して、出来て
いるところ、先生や友達に認められているところ、自分でがんばったことなどをじっくり聞い
てあげて、「そうなんだ」「よかったね」「さすがだね」と共感してほしいと思います。「自分
のことを一番わかってくれているのはやっぱり家族なんだ」という安心感が、次への活動意欲
を生むのではないでしょうか。通知票が、子どもを見つめ、子どもを励ます機会になることを
祈っています。
季節が本格的な秋となり、朝晩の気温の低さが身にしみる今日この頃です。保護者、地域の

皆様、どうかお体ご自愛ください。



宿泊研修
８月２８日（月）・２９日（火）、５年生の宿泊研修を実施しました。待ちに待った宿泊研

修の朝を迎えた５年生は笑顔で出発しました。
初めての宿泊をともなう行事であることや、見学先や自主研修等では臨機応変な対応が求め

られることから、緊張や戸惑いがたくさんあったと思います。帰校した５年生の引き締まった
表情からは充実した２日間だったことがわかりました。

町内小学校球技交流会
９月５日（火）、乙部小と明和小の５、６年の交流を目的とした球技交流会を行いました。

種目はいつものバレーボールの何十倍も大きいボールを用いてのジャンボバレーボールでし
た。ボールの威力に負けてよろめいてしまうこともありましたが、どのチームも励まし合い、
ナイスプレーがでると称え合い、交流を深めることができました。

後期児童会役員
９月１１日（月）、後期児童会役員選挙を行いました。投票の結果は以下の通りです。5名

には、より良い学校づくりのため、リーダーシップを発揮してほしいと思います。
【後期児童会役員】
◇会 長 ６年児童
◇副会長 ６年児童・５年児童
◇書 記 ５年児童・５年児童



芸術鑑賞会
９月１２日（火）、創造力に満ちた学校づくり事業の一つである芸術鑑賞会を行いました。

音楽や演劇といった本格的な芸術の鑑賞や体験を通して、豊かな心を育むことを目的として毎
年行っています。
今年は、札幌市を拠点に活躍されている「アンサンブルグループ奏楽」の皆さんによるクラ

そ ら

シック音楽の鑑賞会でした。子どもたちは、ピアノ、ヴァイオリン、オーボエ、ソプラノ歌手
の美しい音色に感動するとともに、圧倒的な上質さへの憧れを抱きました。
今回の鑑賞会を通じて学んだことは、学習発表会の歌や演奏等に生かされることでしょう。

１０月の学習発表会を楽しみにしていてくださいね。

♪児童のお礼状より♪

前期読書大賞
本校では、読書習慣の定着を目指して様々な取組を展開しています。その中の一つに、

図書委員会が取組を進める「読書のあしあと」があります。４月から８月の間に各学年で
一番多くの本やページを読んだ人と二番目の人が紹介されました。
【読書大賞（第１位）】 【読書賞（第2位）】
１年児童（56冊） １年児童（49冊）
２年児童（163冊） ２年児童（147冊）
３年児童（86冊） ３年児童（56冊）
４年児童（17,015ページ） ４年児童（8,157ページ）
５年児童（1,853ページ） ５年児童（1,846ページ）
６年児童（9,092ページ） ６年児童（4,670ページ）

今日は素晴らしい演奏でした。You Tube
の方もすばらしいですね。これからもみんな
で協力してがんばってください。今日は本当
にありがとうございました。（チャンネル登
録しました） ６年児童

私は一番「エーデルワイス」が好きでし
た。そして、オーボエ、ピアノ、ヴァイオ
リン、歌が合うと、とってもきれいな音色
でした。最後にお忙しい中サインをくださ
ってありがとうございました。 ５年児童

ぼくが印象に残ったのはオーボエです。リ
ードを自分で作るものだということも、素材
の黒い木もかっこよく、自分でもオーボエを
えんそうしたくなりました。奏楽さんありが
とうございました。 ４年児童

ヴァイオリンの弓が馬のしっぽだと思い
ませんでした。さいごの曲をもういちど聞
きたいです。ずっとがんばってください。

３年児童

すごくきれいなうた声でした。
２年児童 わたしもピアノをならっています。リト

ルマーメイドがいいうたでした。１年児童



乙部中学校２年職場体験学習
９月１４日（木）・１５日（金）、乙部中学校２年生の

職場体験学習に協力しました。卒業生である３名が体験
に来ました。主に４年・５年・６年の教室に入り、先生
の仕事を間近で見たり、子どもたちが困っているときに
寄り添い手助けしたり、時には授業で手本を示したりし
ました。朝読書の時間には、低学年の教室で「読み聞かせ」をしてくれま
した。何度も練習したのでしょう、とても上手でした。
緊張した２日間だったと思いますが、自分の良さやできることを最大限
に発揮している立派な３名でした。数年後には、乙部小学校に教育実習に
来て、さらには本当の先生となり乙部小学校に赴任してほしいです。

あいさつ運動・元気大賞
９月１１日（月）～１５日（金）は前期の代表委員が行う最後

のあいさつ運動週間でした。兼ねて、元気なあいさつができた人
を「元気大賞」として選ぶ一週間でもありました。
「立ち止まって、目と目を合わせて、笑顔で」がチェックポイ

ントでした。誰が選ばれるのでしょう。楽しみです。
取材日の代表委員の３名も爽やかでした→

※毎月第1・第3日曜日は

主な予定 ノーゲームデーです。
家族団らんを！

日 曜 行 事
2 月 おとべんきょう＋(放課後学習)
3 火 全校集会
4 水 水曜日課 学習発表会特別時間割
5 木 水曜日課 就学時知能検査
6 金 英語検定(希望者)
11 水 水曜日課 耳鼻科健診 職員会議
18 水 学習発表会総練習(児童発表会)
21 土 前日登校 午前短縮日課
22 日 学習発表会
23 月 振替休業日
24 火 振替休業日
25 水 水曜日課 後片付け 校内研修日
27 金 クラブ活動⑧
30 月 おとべんきょう＋(放課後学習)
31 火 委員会活動⑩

□先日、電話線が切れるというトラブルが発生しました。
学校に電話をくださった皆さまには、大変ご迷惑をおかけ
しました。電話がおかしいことを、お子さんを通じて知らせ
てくださったり、直接学校に来て教えてくださったりと、本
当に助かりました。ありがとうございました。

学級通信の発行頻度について
10月より、学級通信の発行頻度を２週に

１号を基本とさせていただきます。発行回数
は減りますが、２週分の子どもたちの様子を丁
寧に伝えられるよう努めます。ご家庭でも、発
行を待たずにお子さんに学校の出来事を尋ねて
みてください。また、大きな学校行事や学級独
自の活動のときには、特別号を発行します。
平成30年度より、保護者･地域の皆さまにご

理解いただき、「学校における働き方改革」とし
て様々な業務改善を進めてきました。
今回の学級通信の発行に関することもその一

つです。先生達の、子どもたちと向き合う時間
や急激に変化する社会に対応した質の高い授業
づくりのための時間を確保し、学校・教師にし
かできない教育活動により一層力を注ぎたいと
思っております。ご理解とご協力をよろしくお
願いいたします。

声かけ等の不審者対応について
子どもたちへは、校外生活において知らない人に

声をかけられたら、合言葉「いかのおすし」を思い出

し、自分の身を守ることや、家族や学校に相談するこ

とを指導しています。また、檜山管内で起きた声かけ

事案等は江差警察署から情報が届くため、保護者

の皆さまへ迅速にマチコミメール等で情報提供する

ことにしています。
ご家庭でも、お子さんが不審者に声をかけられた

等の事案がありましたら、すぐに学校と110に連絡
をお願いします。

10月の帰宅時刻について
10月と3月は、校外生活における帰宅時刻を

17：00としています。日没時刻も早くなってきて

います。交通事故に気をつけ、歩行や自転車乗車

時は安全確認が大事です。ご家庭でもお声かけを

お願いします。


